
仕様書No.： iX00018004（-0）

機種名： 超小型電気瞬間湯沸器

型　番： EIX-232A0

製品コード： 312039

【営業用図面】
総組立図No. iX00117001

回路図No. C017011

その他

  注意事項 iX00117002

【電気仕様】
電源電圧： 単相　２００Ｖ （５０Hｚ／６０Hｚ）

定格消費電力： ３．２ｋＷ（定格加熱能力／定格入力）

電源プラグ定格：     圧着端子

電源コード長： １ ｍ

【構造】
構　造： 密閉・先止め式瞬間型

最高使用圧力： １．０ＭＰａ

【使用条件】
設置場所： 屋内

使用雰囲気温度：     ０～４０℃（凍結しないこと）

使用水圧（静止時）： ０．１～０．４ＭＰａ

給水温度： ３５℃以下（凍結しないこと）

使用水： 水道水

【温度制御】
温度制御： マイコン比例制御方式

設定温度： ２０～３８ ℃

【その他の機能】
スイッチロック機能：あり

連続出湯制限機能、出力制御機能（１．０～３．２ｋＷ、０．５ｋＷ刻み）

【安全装置】
過昇圧検出、異常時主回路遮断、温度センサー異常検出

【付属品】
本体取付板、木ネジ、ナイロンプラグ

ドレインホルダー

【オプション】
標準

【本体色】
ホワイト

【注意事項】
●屋外に設置しないでください。感電や故障の原因となります。

●必ず電源一次側に漏電ブレーカを取り付け、アース工事を行ってください。故障等による漏電発生時に感電・火災のおそれ

があります。

●本体近くにガス類や引火物を近づけたり保管しないでください。発火のおそれがあります。

●湿気の多い場所や浴室には設置・使用しないでください。水が掛かったり結露が生じる場所で使用すると故障や感電のおそ

れがあります。

●水質基準に適合した水道水以外は使用しないでください。健康を害したり、漏電、漏水、故障の原因となります。水道水に

添加物を混ぜることも同様です。

●水道水以外は使用しないでください。井戸水などを使用すると腐食などにより漏水するおそれがあります。

●水道水に添加物を混ぜないでください。健康を害したり、漏電、漏水、故障の原因となります。
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●給湯、給水接続配管はステンレス製もしくは銅製のものを使用してください。漏水の原因となります。

●「国土交通省告示第1447号（平成24年12月12日）」に則り、施工を行ってください。

●水の凍結が予想される所では使用しないでください。タンクや配管が破裂してやけどをするおそれがあります。

●湯沸器内を満水にしてからご使用ください。

●給湯配管は鳥居配管にしないでください。また、配管距離は最長で２m以内としてください。破損、故障の原因となります。

●給水圧力は規定の範囲内で使用してください。給水圧力が０．４ＭＰａを超える場合には減圧弁を設け調整してください。

●給水圧力が高い場合、水栓の種類、配管施工の状態によっては水撃により安全弁から少量の水が吹き出す可能性があります

。ドレインホルダーに水が溜まるようでしたら、弊社の関連商品、一軸減圧弁「iJG-K」の使用を推奨します。

　一軸減圧弁「iJG-K」を付けない場合は定期的にドレインホルダーを確認し、溜まった水を捨てて下さい。

【特記事項】
●使用流量範囲：約１．５Ｌ／ｍｉｎ～約７．０Ｌ／ｍｉｎ　（最低作動流量：約１．５Ｌ／ｍｉｎ)

●推奨流量範囲：約２．０Ｌ／ｍｉｎ～約２．７Ｌ／ｍｉｎ

●運転質量：１．９ kg

【 給湯能力 】
●号数換算：１．８号

●本製品は連続出湯３分以上となった場合に、通電を停止させる「連続出湯制限機能」を搭載しています。通電は停止します

が、出水は継続して行われます。蛇口を開閉することで制限は解除され、再度通電を開始して給湯します。●本製品は一次側

の漏電ブレーカをONにしたあとの1回目の運転では、30秒以上の通水がされないとヒーターへの通電を行いません。

●本製品は流量と水温を検知し、能力の範囲にて設定した温度を給湯する電気瞬間湯沸器です。能力以上の流量では設定した

温度を給湯できず、それ以下のお湯が給湯されます。

●３２℃設定の場合、給湯可能な最大流量は２．７Ｌ／ｍｉｎ(給水温度１５℃時)となります。　また、冬場(給水温度５℃と

する)では３２℃のお湯を給湯出来る最大流量は約１．７Ｌ／ｍｉｎとなります。

●電圧降下などによる電圧変動、配管ロス、ヒーターの発熱量の差、急激な流量変動などにより給湯温度がばらつく可能性が

あります。

●自動水栓用の電磁弁BOXと接続する場合はステンレスフレキ管（推奨50cm以上）を介して接続してください。
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